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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ガ ス バ ー ナ へ の ガ ス 供 給 路 に 介 設 さ れ る 、 固 定 デ ィ ス ク と 、 固 定 デ ィ ス ク に 潤 滑 剤 を 介  
し て 密 着 し た 状 態 で 回 転 可 能 な 回 転 デ ィ ス ク と を 備 え る 火 力 調 節 弁 で あ っ て 、 固 定 デ ィ ス  
ク と 回 転 デ ィ ス ク と に 互 い に 同 一 半 径 の 配 置 円 上 に 位 置 さ せ て 連 通 孔 が 形 成 さ れ 、 固 定 デ  
ィ ス ク と 回 転 デ ィ ス ク と の 一 方 の デ ィ ス ク の 連 通 孔 は 、 周 方 向 一 方 に 向 か っ て 径 方 向 断 面  
積 が 次 第 に 小 さ く な る 不 等 断 面 積 形 状 に 形 成 さ れ 、 固 定 デ ィ ス ク と 回 転 デ ィ ス ク と の 他 方  
の デ ィ ス ク の 連 通 孔 に 重 な る 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 の 部 分 の 位 置 が 回 転 デ ィ ス ク の 回 転  
に よ り 連 続 的 に 変 化 し て 、 ガ ス バ ー ナ へ の ガ ス 供 給 量 が 連 続 的 に 可 変 調 節 さ れ る よ う に し  
た も の に お い て 、
　 前 記 一 方 の デ ィ ス ク に 、 前 記 配 置 円 上 で 前 記 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 か ら 離 れ た 部 分 に  
位 置 さ せ て 、 前 記 他 方 の デ ィ ス ク に 対 す る 当 接 面 か ら 窪 ん だ 第 １ 凹 部 が 形 成 さ れ る こ と を  
特 徴 と す る 火 力 調 節 弁 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 他 方 の デ ィ ス ク に 、 前 記 配 置 円 上 で 、 当 該 デ ィ ス ク の 連 通 孔 か ら 周 方 向 他 方 に 離 れ  
た 部 分 に 位 置 さ せ て 、 前 記 一 方 の デ ィ ス ク に 対 す る 当 接 面 か ら 窪 ん だ 第 ２ 凹 部 が 形 成 さ れ  
、 第 ２ 凹 部 の 底 部 に 、 ガ ス バ ー ナ へ の ガ ス 供 給 量 の 最 小 量 を 規 定 す る オ リ フ ィ ス 孔 が 形 成  
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 火 力 調 節 弁 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 一 方 の デ ィ ス ク に 、 前 記 配 置 円 上 で 、 前 記 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 か ら 周 方 向 一 方  

請求項の数　3　（全7頁）
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に 離 れ た 部 分 に 位 置 さ せ て 、 前 記 他 方 の デ ィ ス ク に 対 す る 当 接 面 か ら 窪 ん だ 第 ２ 凹 部 が 形  
成 さ れ 、 第 ２ 凹 部 の 底 部 に 、 ガ ス バ ー ナ へ の ガ ス 供 給 量 の 最 小 量 を 規 定 す る オ リ フ ィ ス 孔  
が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 火 力 調 節 弁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ガ ス バ ー ナ へ の ガ ス 供 給 路 に 介 設 さ れ る 、 固 定 デ ィ ス ク と 、 固 定 デ ィ ス ク に  
密 着 し た 状 態 で 回 転 可 能 な 回 転 デ ィ ス ク と を 備 え る 火 力 調 節 弁 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 火 力 調 節 弁 と し て 、 特 許 文 献 １ に よ り 、 固 定 デ ィ ス ク と 回 転 デ ィ ス ク と  
に 互 い に 同 一 半 径 の 配 置 円 上 に 位 置 さ せ て 連 通 孔 が 形 成 さ れ 、 固 定 デ ィ ス ク と 回 転 デ ィ ス  
ク と の 一 方 の デ ィ ス ク の 連 通 孔 は 、 周 方 向 一 方 に 向 か っ て 径 方 向 断 面 積 が 次 第 に 小 さ く な  
る 不 等 断 面 積 形 状 に 形 成 さ れ 、 固 定 デ ィ ス ク と 回 転 デ ィ ス ク と の 他 方 の デ ィ ス ク の 連 通 孔  
に 重 な る 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 の 部 分 の 位 置 が 回 転 デ ィ ス ク の 回 転 に よ り 連 続 的 に 変 化  
し て 、 ガ ス バ ー ナ へ の ガ ス 供 給 量 が 連 続 的 に 可 変 調 節 さ れ る よ う に し た も の が 知 ら れ て い  
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 一 般 的 に は 、 固 定 デ ィ ス ク に 回 転 デ ィ ス ク を 潤 滑 剤 を 介 し て 密 着 さ せ て い る  
。 然 し 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 の も の に お い て 、 潤 滑 剤 を 用 い る と 、 不 等 断 面 積 形 状 の 連  
通 孔 の 径 方 向 断 面 積 の 小 さ い 部 分 が 潤 滑 剤 に よ り 目 詰 ま り し 、 ガ ス バ ー ナ へ の ガ ス 供 給 量  
が 弱 火 側 で 設 定 量 よ り 減 少 し 、 ガ ス 供 給 量 の 調 節 精 度 が 悪 く な っ て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の も の で は 、 固 定 デ ィ ス ク と 回 転 デ ィ ス ク と の 当 接 面 に 表 面  
処 理 を 施 し 、 固 定 デ ィ ス ク に 対 す る 回 転 デ ィ ス ク の 密 着 性 を 潤 滑 剤 を 用 い ず に 確 保 で き る  
よ う に し て い る 。 然 し 、 こ の よ う に 表 面 処 理 を 施 し た の で は 、 潤 滑 剤 を 用 い る 場 合 に 比 し  
コ ス ト が か な り 高 く な っ て し ま う 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ８ １ １ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 点 に 鑑 み 、 固 定 デ ィ ス ク と 回 転 デ ィ ス ク と の 密 着 の た め に 潤 滑 剤 を 用  
い る に も 拘 ら ず 、 ガ ス 供 給 量 の 調 節 精 度 を 確 保 で き る よ う に し た 火 力 調 節 弁 を 提 供 す る こ  
と を そ の 課 題 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 、 ガ ス バ ー ナ へ の ガ ス 供 給 路 に 介 設 さ れ る 、 固 定  
デ ィ ス ク と 、 固 定 デ ィ ス ク に 潤 滑 剤 を 介 し て 密 着 し た 状 態 で 回 転 可 能 な 回 転 デ ィ ス ク と を  
備 え る 火 力 調 節 弁 で あ っ て 、 固 定 デ ィ ス ク と 回 転 デ ィ ス ク と に 互 い に 同 一 半 径 の 配 置 円 上  
に 位 置 さ せ て 連 通 孔 が 形 成 さ れ 、 固 定 デ ィ ス ク と 回 転 デ ィ ス ク と の 一 方 の デ ィ ス ク の 連 通  
孔 は 、 周 方 向 一 方 に 向 か っ て 径 方 向 断 面 積 が 次 第 に 小 さ く な る 不 等 断 面 積 形 状 に 形 成 さ れ  
、 固 定 デ ィ ス ク と 回 転 デ ィ ス ク と の 他 方 の デ ィ ス ク の 連 通 孔 に 重 な る 不 等 断 面 積 形 状 の 連  
通 孔 の 部 分 の 位 置 が 回 転 デ ィ ス ク の 回 転 に よ り 連 続 的 に 変 化 し て 、 ガ ス バ ー ナ へ の ガ ス 供  
給 量 が 連 続 的 に 可 変 調 節 さ れ る よ う に し た も の に お い て 、 前 記 一 方 の デ ィ ス ク に 、 前 記 配  
置 円 上 で 前 記 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 か ら 離 れ た 部 分 に 位 置 さ せ て 、 前 記 他 方 の デ ィ ス ク  
に 対 す る 当 接 面 か ら 窪 ん だ 第 １ 凹 部 が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 に お い て 、 例 え ば 、 回 転 デ ィ ス ク に 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 と 第 １ 凹 部 と を 形 成  
し た 場 合 は 、 火 力 調 節 弁 の 組 立 完 了 後 に 、 回 転 デ ィ ス ク を 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 の 周 方  
向 一 方 の 端 部 、 即 ち 、 径 方 向 断 面 積 の 小 さ い 先 端 部 か ら 第 １ 凹 部 に 向 か う 方 向 に 回 転 さ せ  
る 。 こ れ に よ れ ば 、 余 分 な 潤 滑 剤 が 第 １ 凹 部 に 入 っ て 除 去 さ れ 、 第 １ 凹 部 が 通 過 し て 余 分  
な 潤 滑 剤 が 除 去 さ れ た 固 定 デ ィ ス ク の 部 分 を 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 の 径 方 向 断 面 積 の 小  
さ い 先 端 部 が 通 過 す る こ と に な る 。 ま た 、 固 定 デ ィ ス ク に 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 と 第 １  
凹 部 と を 形 成 し た 場 合 は 、 火 力 調 節 弁 の 組 立 完 了 後 に 、 回 転 デ ィ ス ク を 第 １ 凹 部 か ら 不 等  
断 面 積 形 状 の 連 通 孔 の 径 方 向 断 面 積 の 小 さ い 先 端 部 に 向 か う 方 向 に 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ  
れ ば 、 第 １ 凹 部 で 余 分 な 潤 滑 剤 が 除 去 さ れ た 回 転 デ ィ ス ク の 部 分 が 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通  
孔 の 先 端 部 を 通 過 す る こ と に な る 。 そ の た め 、 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 の 径 方 向 断 面 積 の  
小 さ い 部 分 の 潤 滑 剤 に よ る 目 詰 ま り は 生 じ な い 。 従 っ て 、 固 定 デ ィ ス ク と 回 転 デ ィ ス ク と  
の 密 着 の た め に 潤 滑 剤 を 用 い て い る に も 拘 わ ら ず 、 ガ ス 供 給 量 の 調 節 精 度 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に お い て は 、 前 記 他 方 の デ ィ ス ク に 、 前 記 配 置 円 上 で 、 当 該 デ ィ ス ク の 連  
通 孔 か ら 周 方 向 他 方 に 離 れ た 部 分 に 位 置 さ せ て 、 前 記 一 方 の デ ィ ス ク に 対 す る 当 接 面 か ら  
窪 ん だ 第 ２ 凹 部 を 形 成 し 、 或 い は 、 前 記 一 方 の デ ィ ス ク に 、 前 記 配 置 円 上 で 、 不 等 断 面 積  
形 状 の 連 通 孔 か ら 周 方 向 一 方 に 離 れ た 部 分 に 位 置 さ せ て 、 前 記 他 方 の デ ィ ス ク に 対 す る 当  
接 面 か ら 窪 ん だ 第 ２ 凹 部 を 形 成 し 、 こ れ ら 第 ２ 凹 部 の 底 部 に 、 ガ ス バ ー ナ へ の ガ ス 供 給 量  
の 最 小 量 を 規 定 す る オ リ フ ィ ス 孔 を 形 成 す る こ と が 望 ま し い 。 こ れ に よ れ ば 、 第 ２ 凹 部 内  
の 空 間 に 潤 滑 剤 を 溜 め て 、 オ リ フ ィ ス 孔 の 潤 滑 剤 に よ る 目 詰 ま り を 防 止 し 、 ガ ス バ ー ナ へ  
の ガ ス 供 給 量 の 最 小 量 を 正 確 に 決 め る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 火 力 調 節 弁 の 切 断 側 面 図 。
【 図 ２ 】 実 施 形 態 の 火 力 調 節 弁 の 固 定 デ ィ ス ク と 回 転 デ ィ ス ク の 斜 め 上 方 か ら 見 た 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 実 施 形 態 の 火 力 調 節 弁 の 固 定 デ ィ ス ク の 斜 め 下 方 か ら 見 た 斜 視 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 火 力 調 節 弁 は 、 ガ ス バ ー ナ Ｂ へ の ガ ス 供 給 路 の 一  
部 と な る 弁 室 １ １ が 内 部 に 形 成 さ れ た バ ル ブ ケ ー ス １ を 備 え て い る 。 弁 室 １ １ は 、 バ ル ブ  
ケ ー ス １ の 上 面 に 開 口 し て い る 。 そ し て 、 バ ル ブ ケ ー ス １ の 上 面 に 、 弁 室 １ １ を 覆 う よ う  
に し て 固 定 デ ィ ス ク ２ を 締 結 し 、 固 定 デ ィ ス ク ２ の 上 に 、 ガ ス バ ー ナ Ｂ に 連 な る ガ ス 供 給  
路 の 下 流 側 部 分 Ｇ を 接 続 す る 流 出 側 ジ ョ イ ン ト 部 材 １ ２ を 締 結 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 弁 室 １ １ 内 に は 、 固 定 デ ィ ス ク ２ に 対 向 す る 回 転 デ ィ ス ク ３ が 配 置 さ れ て い る 。 回 転 デ  
ィ ス ク ３ は 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ 等 の 電 動 モ ー タ ４ の 出 力 軸 ４ １ に 連 結 子 ４ ２ を 介 し て 連  
結 さ れ 、 電 動 モ ー タ ４ の 作 動 で 回 転 駆 動 さ れ る 。 ま た 、 連 結 子 ４ ２ と 回 転 デ ィ ス ク ３ と の  
間 に バ ネ ５ を 介 設 し 、 こ の バ ネ ５ で 回 転 デ ィ ス ク ３ を 固 定 デ ィ ス ク ２ 側 （ 上 方 ） に 付 勢 し  
て い る 。 そ し て 、 固 定 デ ィ ス ク ２ と 回 転 デ ィ ス ク ３ と の 当 接 面 に 潤 滑 剤 （ グ リ ス や オ イ ル  
等 ） を 塗 布 し 、 回 転 デ ィ ス ク ３ が 固 定 デ ィ ス ク ２ に 潤 滑 剤 を 介 し て 密 着 し た 状 態 で 回 転 す  
る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ を 参 照 し て 、 固 定 デ ィ ス ク ２ と 回 転 デ ィ ス ク ３ と に は 、 互 い に 同 一 半 径 の 配 置 円 ２  
ａ ， ３ ａ 上 に 位 置 さ せ て 連 通 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 固 定 デ ィ ス ク ２ に は 、 径 方 向  
幅 が 等 幅 で 周 方 向 に の び る 通 常 の 連 通 孔 ６ が 形 成 さ れ 、 回 転 デ ィ ス ク ３ に は 、 周 方 向 一 方  
（ 上 方 か ら 見 て 時 計 方 向 ） に 向 か っ て 径 方 向 断 面 積 が 次 第 に 小 さ く な る 不 等 断 面 積 形 状 の  
連 通 孔 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 固 定 デ ィ ス ク ２ の 連 通 孔 ６ に 重 な る 不 等 断 面 積 形 状  
の 連 通 孔 ７ の 部 分 の 位 置 が 回 転 デ ィ ス ク ３ の 回 転 に よ り 連 続 的 に 変 化 し て 、 ガ ス バ ー ナ Ｂ  
へ の ガ ス 供 給 量 が 連 続 的 に 可 変 調 節 さ れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 こ こ で 、 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ の 周 方 向 他 方 寄 り の 部 分 は 、 デ ィ ス ク 板 厚 方 向 に 貫  
通 す る 貫 通 孔 ７ １ で 構 成 さ れ 、 貫 通 孔 ７ １ か ら 周 方 向 一 方 に の び る 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通  
孔 ７ の 部 分 は 、 デ ィ ス ク 板 厚 方 向 に 貫 通 し な い 凹 溝 ７ ２ で 構 成 さ れ る と 共 に 、 径 方 向 幅 が  
次 第 に 狭 く な っ て い る 。 尚 、 凹 溝 ７ ２ は 、 溝 深 さ が 周 方 向 一 方 に 向 け て 次 第 に 浅 く な っ て  
い る が 、 溝 深 さ を 一 定 に し て も よ い 。 ま た 、 デ ィ ス ク 板 厚 が 大 き く 、 溝 深 さ を 大 き く 変 化  
さ せ る こ と が で き る な ら 、 貫 通 孔 ７ １ か ら 周 方 向 一 方 に の び る 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７  
の 部 分 を 、 径 方 向 幅 が 一 定 で 、 溝 深 さ が 次 第 に 浅 く な る 凹 溝 で 構 成 す る こ と も 可 能 で あ り  
、 更 に 、 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ を 、 径 方 向 幅 が 周 方 向 一 方 に 向 け て 次 第 に 狭 く な る 、  
周 方 向 全 長 に 亘 る 貫 通 孔 で 構 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 と こ ろ で 、 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ を 形 成 し た 場 合 、 固 定 デ ィ ス ク ２ と 回 転 デ ィ ス ク  
３ と の 密 着 の た め に 潤 滑 剤 を 用 い る と 、 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ の 径 方 向 断 面 積 の 小 さ  
い 部 分 が 潤 滑 剤 に よ り 目 詰 ま り す る こ と が あ る 。 そ し て 、 ガ ス バ ー ナ Ｂ へ の ガ ス 供 給 量 が  
弱 火 側 で 設 定 量 よ り 減 少 し 、 ガ ス 供 給 量 の 調 節 精 度 が 悪 く な っ て し ま う こ と が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 回 転 デ ィ ス ク ３ に 、 上 記 配 置 円 ３ ａ 上 で 不 等 断 面 積 形 状 の 連  
通 孔 ７ か ら 離 れ た 部 分 に 位 置 さ せ て 、 固 定 デ ィ ス ク ２ に 対 す る 当 接 面 た る 上 面 か ら 窪 ん だ  
第 １ 凹 部 ８ を 形 成 し て い る 。 第 １ 凹 部 ８ は 、 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ の 周 方 向 一 方 の 端  
部 寄 り の 所 定 部 分 の 径 方 向 幅 よ り も 大 径 で あ る 。 尚 、 こ の 所 定 部 分 は 、 径 方 向 断 面 積 が こ  
こ よ り 小 さ く な る と 潤 滑 剤 に よ る 目 詰 ま り を 生 ず る 可 能 性 が あ る 部 分 に 設 定 さ れ る 。 そ し  
て 、 火 力 調 節 弁 の 組 立 完 了 後 に 、 回 転 デ ィ ス ク ３ を 、 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ の 周 方 向  
一 方 の 端 部 、 即 ち 、 径 方 向 断 面 積 の 小 さ い 先 端 部 か ら 第 1 凹 部 ８ に 向 か う 方 向 （ 上 方 か ら  
見 て 時 計 方 向 ） に 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 余 分 な 潤 滑 剤 が 第 １ 凹 部 ８ に 入 っ て 除 去 さ れ 、 第 １ 凹 部 ８ が 通 過 し て 余  
分 な 潤 滑 剤 が 除 去 さ れ た 固 定 デ ィ ス ク ２ の 部 分 を 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ の 径 方 向 断 面  
積 の 小 さ い 先 端 部 が 通 る こ と に な る 。 回 転 デ ィ ス ク ３ を ５ ～ ２ ０ 回 回 転 さ せ れ ば 、 余 分 な  
潤 滑 剤 は 全 て 第 １ 凹 部 ８ に 入 り 、 以 後 ど の よ う に 回 転 デ ィ ス ク ３ を 回 転 さ せ て も 、 不 等 断  
面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ の 径 方 向 断 面 積 の 小 さ い 部 分 の 潤 滑 剤 に よ る 目 詰 ま り は 生 じ な い 。 従  
っ て 、 固 定 デ ィ ス ク ２ と 回 転 デ ィ ス ク ３ と の 密 着 の た め に 潤 滑 剤 を 用 い て い る に も 拘 わ ら  
ず 、 ガ ス 供 給 量 の 調 節 精 度 を 確 保 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 固 定 デ ィ ス ク ２ と 回 転 デ ィ ス ク ３ と の う ち 不 等 断 面 積 形 状 の 連  
通 孔 ７ を 形 成 し た デ ィ ス ク と は 異 な る デ ィ ス ク 、 即 ち 、 固 定 デ ィ ス ク ２ に 、 図 ３ に 示 す 如  
く 、 上 記 配 置 円 ２ ａ 上 で 、 固 定 デ ィ ス ク ２ の 連 通 孔 ６ か ら 周 方 向 他 方 （ 上 方 か ら 見 て 反 時  
計 方 向 、 下 方 か ら 見 て 時 計 方 向 ） に 離 れ た 部 分 に 位 置 さ せ て 、 回 転 デ ィ ス ク ３ に 対 す る 当  
接 面 た る 下 面 か ら 窪 ん だ 第 ２ 凹 部 ９ を 形 成 し て い る 。 そ し て 、 第 ２ 凹 部 ９ の 底 部 に 、 ガ ス  
バ ー ナ Ｂ へ の ガ ス 供 給 量 の 最 小 量 を 規 定 す る オ リ フ ィ ス 孔 ９ １ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ れ に よ れ ば 、 回 転 デ ィ ス ク ３ を 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ が 連 通 孔 ６ に 重 な ら ず に 第  
２ 凹 部 ９ の み に 重 な る 位 置 に 回 転 さ せ た と き に 、 オ リ フ ィ ス 孔 ９ １ で 規 定 さ れ る 最 小 量 の  
ガ ス が ガ ス バ ー ナ Ｂ に 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 第 ２ 凹 部 ９ 内 の 空 間 に 潤 滑 剤 を 溜 め る こ と が  
で き る た め 、 オ リ フ ィ ス 孔 ９ １ の 潤 滑 剤 に よ る 目 詰 ま り を 防 止 し 、 ガ ス バ ー ナ Ｂ へ の ガ ス  
供 給 量 の 最 小 量 を 正 確 に 決 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 尚 、 本 実 施 形 態 で は 、 固 定 デ ィ ス ク ２ の 上 面 に 、 オ リ フ ィ ス 孔 ９ １ が 開 口 す る 凹 部 ９ ２  
を 形 成 し て い る が 、 こ の 凹 部 ９ ２ を 省 略 し 、 固 定 デ ィ ス ク ２ の フ ラ ッ ト な 上 面 に オ リ フ ィ  
ス 孔 ９ １ を 開 口 さ せ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 図 ２ に 仮 想 線 で 示 す 如 く 、 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ を 形 成 し た デ ィ ス ク で あ る  
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回 転 デ ィ ス ク ３ に 、 上 記 配 置 円 ３ ａ 上 で 、 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ か ら 周 方 向 一 方 （ 上  
方 か ら 見 て 時 計 方 向 ） に 離 れ た 部 分 に 位 置 さ せ て 、 固 定 デ ィ ス ク ２ に 対 す る 当 接 面 た る 上  
面 か ら 窪 ん だ 第 ２ 凹 部 ９ を 形 成 し 、 こ の 第 ２ 凹 部 ９ の 底 部 に 、 ガ ス バ ー ナ Ｂ へ の ガ ス 供 給  
量 の 最 小 量 を 規 定 す る オ リ フ ィ ス 孔 ９ １ を 形 成 し て も よ い 。 こ の も の で は 、 回 転 デ ィ ス ク  
３ を 、 第 ２ 凹 部 ９ の み が 固 定 デ ィ ス ク ２ の 連 通 孔 ６ に 重 な る 位 置 に 回 転 さ せ た と き に 、 オ  
リ フ ィ ス 孔 ９ １ で 規 定 さ れ る 最 小 量 の ガ ス が ガ ス バ ー ナ Ｂ に 供 給 さ れ る 。 更 に 、 上 記 と 同  
様 に オ リ フ ィ ス 孔 ９ １ の 潤 滑 剤 に よ る 目 詰 ま り を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ  
な い 。 例 え ば 、 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ と 第 １ 凹 部 ８ と を 固 定 デ ィ ス ク ２ に 形 成 し 、 回  
転 デ ィ ス ク ３ に は 通 常 の 連 通 孔 ６ を 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 は 、 火 力 調 節 弁 の 組 立 完 了  
後 に 、 回 転 デ ィ ス ク ３ を 第 １ 凹 部 ８ か ら 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ の 径 方 向 断 面 積 の 小 さ  
な 先 端 部 に 向 か う 方 向 に 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ れ ば 、 第 １ 凹 部 ８ で 余 分 な 潤 滑 剤 が 除 去 さ  
れ た 回 転 デ ィ ス ク ３ の 部 分 が 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ の 径 方 向 断 面 積 の 小 さ な 先 端 部 を  
通 過 す る こ と に な る 。 そ の た め 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 に 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 ７ の 径 方  
向 断 面 積 の 小 さ な 部 分 の 潤 滑 剤 に よ る 目 詰 ま り を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｂ … ガ ス バ ー ナ 、 ２ … 固 定 デ ィ ス ク 、 ３ … 回 転 デ ィ ス ク 、 ２ ａ ， ３ ａ … 配 置 円 、 ６ … 連  
通 孔 、 ７ … 不 等 断 面 積 形 状 の 連 通 孔 、 ７ １ … 貫 通 孔 、 ７ ２ … 凹 溝 、 ８ … 第 １ 凹 部 、 ９ … 第  
２ 凹 部 、 ９ １ … オ リ フ ィ ス 孔 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】



10

JP 7343318 B2 2023.9.12(7)

フロントページの続き

(56)参考文献 特開２０１４－０８１１０８（ＪＰ，Ａ）
特開２０１２－２２３３６１（ＪＰ，Ａ）
特開２００６－０１０２４３（ＪＰ，Ａ）
米国特許第０６８４５９６６（ＵＳ，Ｂ１）
国際公開第２０１１／００９７９４（ＷＯ，Ａ１）
特開２００３－２１４６１９（ＪＰ，Ａ）
中国特許出願公開第１０９４０４５６２（ＣＮ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｆ２３Ｋ      ５／００
Ｆ１６Ｋ      ３／０６
Ｆ１６Ｋ      ３／０４
Ｆ２３Ｎ      １／００
Ａ４７Ｊ    ３７／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

